
 

 
  

令和５年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月９、14 日実施） 

総合評価（３月 31日現在） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

・中高一貫教育の特
色ある教育課程を策
定し、知的好奇心を
引き出し、高い学力
と志を身に付けさせ
る。 
・探究学習を中心に
カリキュラム・マネ
ジメントを展開し、
「自ら考え・調べ
る」姿勢を育成す
る。 
・主体的・対話的な
深い学びの「深い学
び」を重点研究し、
言語活動の充実を図
りながら科学的根拠
に基づく理論的思
考、表現力を育成す
る 
・国際社会へ貢献で
きるよう英語運用力
向上を目指す。 

①４年の集約と
して新学習指導
要領の手だてを
整理する。 
 
 
 
 
 
 
②英語運用力の
到達度を検証す
る。 
 
 

①教科横断の視
点と「思考・判
断・表現」およ
び「指導と評価
の一体化」共通
テーマとしてチ
ームで研究を進
める。 
 
 
②英検受験、合
格率とGTECスコ
ア、および共通
テスト平均点を
４年分検証し、
現状分析と目標
を再設定する。 

①研究成果と教科
への還元はどうで
あったか。 
 
 
 
 
 
 
 
②データの作成と
分析結果はどうで
あったか。 
 
 

①研究日を３日間設定
し、全日程で外部から
講師を呼び全職員で共
通認識を深めながら効
果的に進めることがで
きた。 
 
 
 
②卒業時の６年次で英
検準 1 級取得者の割合
が 10%を超えた。（本
校目標のB1は、現在集
計中）資格取得率は 5
年次までは 1.3 倍とな
った。 
 

①ルーブリックを作
成するための時間が
十分に取ることがで
きなかった。そのた
めにもっと研究日の
日数を確保するとと
もに研究する時間の
確保が課題である。 
 
②生徒に英語各資
格・検定試験を一層
推奨するとともに、
保護者への周知を英
語科として継続す
る。 
 

・授業等で英検等の情報提
供や受検の働きかけをもっ
としてほしい。（保護者意
見） 
・ルーブリックがどれだけ
作れるようになったのかの
検証が欲しい。ルーブリッ
クは原案を教員が示し、生
徒が目標を整理していくや
り方が本来である。また、
生徒自身が変容に気づき、
次につなげることを考えさ
せる時間の確保も必要（運
営委員） 

①研究日に外部講師を
招聘することは職員に
とっても新たな視点に
つながってよかった。 
 
 
 
 
 
②「Cross School」の
提示により、校外学習
への意欲が増えた。 

①新カリキュラムになっ
て 3 年目となるので、指
導と評価の計画としてル
ーブリックを計画的に活
用する姿勢が求められ
る。評価ありきの授業計
画が大きな課題。 
 
 
 
②充実期において、経験
を増やすことは、中高一
貫では重要であること
を、もっと発信していく
必要がある。 

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

・自主自律を推奨
し、目標達成を諦め
ない精神力と規範意
識、思いやりをもっ
て下級生を指導する
リーダー意識を醸成
する。 
・６年間を安心して
過ごせるよう生徒・
保護者が利用しやす
い教育相談体制を確
立する。 

①「継承と深
化」に主体的に
取り組ませる。 
 
②「心と体」を
テーマに 6 年を
貫いた指導体制
を確立する。 
 
 

①生徒による組
織的改革を指導
する。（継続） 
 
②教科協働の視
点で年次計画を
作成し、振返り
アンケートを実
施する。 

①改革案の実行は
どうであったか。 
 
 
②実施内容と生徒
評価はどうであっ
たか。 
 

①生徒会組織の見直し
に取り組み、委員会活
動の改革に着手する事
ができた。制服リサイ
クル、活動の透明化な
どの公約も実現でき
た。 
 
 
 
②すべての学年で、
「心と体」に関する授
業や講演会を実施し
た。ケース会議は３回
実施し、解決または現
状維持につながった。
サポートドックの実施
により、５件が専門職
によるプッシュ型面談
につながった。 

①「前期生の自習
室」など、実現が難
しい公約を掲げてし
まう立候補者がい
る。事前に立候補者
説明会で生徒会グル
ープより「特別活動
における生徒会活動
の意義について」指
導する。 
 
②学年によって、ケ
ース会議や専門職へ
の相談の新規件数に
偏りがある。まずは
教員の意識を変え
て、より気軽にケー
ス会議を開いたり、
専門職への相談につ
なげたりできるとよ
い。 
 
 

・前期課程、後期課程のく
くりをなくした委員会活動
を始めることは良い改革で
ある。（運営委員） 
 
 
 
 
 
 
・不登校生徒への支援は前
期課程では必須であり、教
員の時間確保も必要。スク
ールメンターの固定配置な
ど教育委員会に要望するべ
き。（運営委員） 

①新たな企画について
は管理や実現に向けた
過程を生徒に理解させ
るという視点も必要と
なり、あらたな気づき
につながっている。 
 
 
 
 
②ケース会議について
は状況整理が良くなさ
れ、場面支援につなげ
ることができている。
また、不登校生徒につ
いての面談を計画的に
進めることで、前期課
程修了時に本人の意思
を引き出すことにつな
がったのは成果であ
る。 

①実現に向けた意欲と具
体の手だてがかみ合って
いない様子が見られる。
その点については、職員
の指導・支援も課題とな
っている。 
 
 
 
 
 
②時代の変化とともに
SNS にかかわる指導の整
備が必要である。特に技
術進化が進み、前期課程
生の家庭指導の促しが必
要である。 



 

 視点 
４年間の目標 

（令和２年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ ３月９、14 日実施） 

総合評価（３月 31日現在） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

・５教科受験での国
公立大学を推奨し、
60名以上の現役合格
者を目指す。諦めさ
せない進路指導によ
り、国立大・難関大
第一志望現役合格率
75％を目指した段階
的・体系的な支援・
指導を行う。 
・高い志を維持させ
るため、実践・経験
値を高めさせ、自己
変容のプロセスを重
視したキャリアプラ
ンニングを指導す
る。 

①国公立のより
迅速な受験結果
の集約に向け
DX を 活 用 す
る。また、教育
計画に係る進路
実績の分析と指
導体制を検証す
る。 
②主体的社会貢
献としてのコン
テスト参加を促
し（継続）目指
す生徒像の理解
度の検証とコン
テスト等参加状
況を分析する。 

①受験報告方法
の見直しと国立
大合格者数の推
移と指導体制の
変 遷 を ま と め
る。 
 
 
②検定やコンテ
スト参加数調査
を継続する。参
加経験のある生
徒による募集説
明 会 を 実 施 す
る。 

①教育計画目標（4
年間の目標）に対
する到達度はどう
であったか。 
 
 
 
 
②SSS 振返りシート
の経年検証結果と
参加者数の検証 
 
 
 

①学校推薦、総合型選
抜の受験者が増加し
た。「総合的な探究の
時間」の研究内容や日
経ストックリーグの内
容を活用する生徒も多
く、探究学習を進路選
択に生かすことができ
た。 
① 受 験 報 告 方 法 は
Google Forms を利用
し、迅速な集計に努め
た。国公立合格者数は
目標達成した。  
 
②４年次の校外学習参
加率が増加。コンテス
ト参加数のべ 570 名 
（作文 1,2 年全員 320
名、ストックリーグ
160 名含む） 
特別土曜講座 12 講座
160 名（うち他校生参
加講座 3講座 45 名） 

①進路実績として 10
年が経過するので、
引き続き国公立大学を
推奨し、60 名以上の現
役合格者の目標を掲
げ、高い志を支援して
いく必要がある。 
 
②引き続きコンテス
トなどの紹介を続け
ていく。働き方改革
も鑑み、教員の引率
をともなうコンテス
トへの対応が課題。
教科横断的な、かつ
学 校 横 断 （ Cross 
School）の学びは生
徒の学びを駆動する
のに最適。今後も継
続していく。無理の
ない職員からの協力
と、生徒の参加時間
確保が課題。 
 

・現役国立大学合格者数目
標達成は偉業である。（運
営委員） 
 
・土曜講座に申し込めない
こともあるので、映像記録
などの配信を検討してもら
えないか。（保護者） 
 
・コンテスト参加を増やす
ことでどのような変容を求
めているのか示すとよい。
（運営委員） 

①最後まであきらめず
高い志で挑戦する生徒
が多くいた。探究学習
から進路実現につなげ
たことは大きな成果で
ある。 
 
①土曜講座を多く開講
することができた。教
員の興味関心を生徒に
つなぐことは教育的意
味がある。 

①合否結果報告をフォー
ムに変えたことで、集約
はしやすくなった。ま
た、職員の作業も減じる
ことができた。 
 
①充実期、発展期の入り
口で指導方針や身に付け
たい能力を発信していく
ことが大切である。今年
度実施した講話等を継続
していく。 

４ 地域等との協働 

地域交流から社会貢
献意識を醸成する。 
神奈川県を代表する
中高一貫教育校とし
ての魅力を発信し、
6 年の学びの意欲を
引き出す広報、開か
れた学校づくりを推
進する。 

①校外活動を促
し、地域交流の
機会を模索す
る。 
 
②保護者目線、
生徒目線の観点
で学校案内を作
成する。 

①地域と連携し
た防災訓練を計
画、実施する。 
 
②生徒のアイデ
アを生かした学
校案内を作成す
る。 

①交流参加状況は
どうであったか。 
 
 
②どのようなアイ
デアを生かすこと
ができたか。 

①相模原市地域振興課
を交え防災訓練を実施
することができた。 
 
② 学 校 説 明 会 に は
2,820 名の参加者があ
り、志願者数は 880 名
（5.5 倍）であった。 
 

①避難後の生徒の状
況把握を迅速に行う
ことが課題。 
 
②本当に本校を目指
したい志願者に学校
生活をイメージさせ
る広報活動が必要で
ある。 
 

・学校施設の耐震などの不
安があり、施設維持につい
ても知らせてほしい。（保
護者意見） 
 
・十分な倍率なので、しっ
かり教育活動を維持してい
くことが大事である。（運
営委員） 

①避難訓練で地域とつ
ながれたことは前進だ
った。 
 
②倍率にかかわりな
く、強く本校を志願す
る受検生が多くいる。
教育活動への理解を継
続して深めていくこと
が大切である。 
 

①災害に多く見舞われる
現状から学ぶため、様々
な場面を想定した避難訓
練を実施する必要があ
る。 
 
②教育活動を通し、本校
を志望する受検生を集約
できる広報を継続する。 

５ 
学校管理 
学校運営 

業務を組織的に可視
化させ、効率向上か
ら働き方改革を推進
するとともに若手
OJT を推進する。地
域から信頼されるた
め、職員一人ひとり
が県職員としての自
覚を持ち、事故防止
意識を持って取り組
む。 
 

①帰宅しやすい
環境づくりの継
続と業務削減に
取り組む。 
 
 
②同僚性の醸成
に継続的に取り
組み、不祥事防
止の意識を高め
る。 
 

①ノー会議デー
や帰宅宣言カー
ドの継続および
「スクラップ提
案書」を導入す
る。 
②教員による不
祥事防止研修を
継続する。生徒
との適切な距離
の取り方を重点
目標とする。 

① 時 間 外 勤 務 時
間、年休取得数の
検証 
 
 
 
②研修会は実施で
きたか。 
 

①帰宅宣言カードは宣
言しづらさもあり、浸
透しなかったためチー
ムズでの休暇等の明示
に変更した。しかし時
間外勤務年間平均時間
がＲ４年度に比べて約
50 時間減少した。 
R4:374,54  R5:325.53 
 
②外部講師（産業能率
大学杉田一真教授）を
講師に同僚性の醸成を
目的に、ロールプレイ
を含むコーチングの研
修を行った。 
②校内の事故を全員で
受け止め、ヒヤリハッ
ト事例も自分事にしな
がら、校務に向き合う
ことがきた。また成績
についても全教科で成
績処理シートの再チェ
ックを行った。 

①「私のスクラップ
提案」等の意見を取
り入れながら、引き
続きスクラップ＆ビ
ルドに取り組む。  
 
②外部講師、ロール
プレイを含む研修は
同僚性醸成に効果が
ある。 
 
 
②防止策の確実な引
継ぎと日々の意識改
革として年度当初お
よび会議ごとに全職
員で確認する。ま
た、速やかに情報共
有することを継続す
る。 
 

・エレベーターをつけてほ
しい。（保護者意見） 
 
・今年度は事故があったの
で、次年度にはどのように
改善し、成果がどうだった
か検証してほしい。（運営
委員） 

①留守番電話機能によ
り、時間外の入電を制
限したことで、放課後
を授業準備や生徒指導
に充てることができて
いる。部活動移行につ
いては、中高一貫の特
性を考えると、前期課
程生を切り離すことに
は限界があると考えら
れる。 
 
②不祥事防止には大き
な課題が残った。この
経験を活かし、「個人
情報の取り扱い」は再
度指導を徹底し、一丸
となって取り組む必要
がある。 

①これまでデジタル採点
や入電の時間制限、管理
服務簿の廃止等を進めた
が、多忙解消とまではい
かない。しかしながらあ
きらめず効率よい業務の
推進を進めていく。 
 
①次年度は学校全体で部
活動地域移行について話
し合う必要がある。 
 
②不祥事防止について
は、信頼回復に向け、校
務に取り組んでいく。 



 

 


